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校内無線 L A N の活用 に関する 現状と課題

附属高等学校 教育工学委員会, 5 1 期学年担任団

委員長 坂井 英夫､ 副委員長 森棟 隆 一

, 浅田 孝紀, 宇佐見 尚子 . 西村 諭, 安井 崇, 松本 至巨,

吉野 聡, 大谷 晋､ 菅原 幹雄, 祖慶 良謙, 川角 博, 小境 久美子 , 尾揮 勇､ 荒井
一

浩, 根本 賢
⊥

5 1 期学年主任 岸谷 正彦, 瀧揮 政彦, 高崎 朋彦 ( 他8 名は教育工学委員会と兼任)

1 . はじめに

本校は,
1 99 5 年度の マ ルチメディ ア通信共同実験 へ の参加を皮切りに, 1 99 6 年度の I n t e r n a ti o n a l St u d e n t s

p r oj e c t へ の参加､
19 9 7 年度の高等学校における イ ン タ

ー ネッ トの教育活用 に関する実践的研究, 1 9 98 年度の遠

隔望遠鏡を利用した天文授業､ 2 00 1 年度 - 20 0 2 年度の学校イ ンタ ー ネッ トの情報通信技術に関する研究開発な ど,

数多く の コ ン ピ ュ
ー

タネ ッ トワ
ー

クの活用に関わ るプロ ジ ェ クトに積極的に参加し､ 多く の成果をあげて きた
｡

そ の中で ,
19 9 9 年度より新教科 ｢ 情報｣ の先行的研究と実践を積極的に着手し, 教育工学委員会は奉仕活動的に

そ の授業を担当し
､
2 0 0 3 年度から必修教科として設定された ｢情報｣ の 土台を構築して きた｡ この ような コ ン ピ

ュ
ー タネッ トワ ー

クの活用 は､ あらゆる教科 ･ 日常生活で の 情報活用 ･ 発信の支援の ために推進されてきたもの

で あり, 情報工学的なアプロ
ー

チとは 一 線を画する もの で あ る
｡

これま で の 約 10 年間における コ ン ピ ュ
ー

タネ ッ

ト ワ ー クの活用 の 主とな る端末はデス ク トッ プ型 の コ ン ピュ
ー

タ で あり, ノ
ー

ト型 の コ ン ピュ
ー

タは教員や生徒

の発表用とし て運用され て きたにすぎなか っ た
. 従 っ て ､ コ ン ピ ュ

ー

タ早ツ トワ
ー

ク の 活用は , 視聴覚室と コ ン

ピ ュ
ー

タ室に限られ て おり, H R 教室や特別教室 で の活用実践はなかなか進みにく い状況にあ っ た o

2 0 04 年度の 当初より, H R 教室に無線 L A N の ベ ー ス ス テ
ー シ ョ ン を設置す る こ とにより , 従来視聴覚室を中

心に実施して きたネッ トワ ー ク活用を , さまざまな教室 で展開で き る ように準備を進めて きた｡ 粁余曲折があ っ

たもの の実用化の 目処が立ち つ つ ある｡ そ の経緯と, 今後の展望と課題につ い て ,
こ こ で は報告した い

｡

2 . 校内無線I J A N の実用化に向けて ■

2 . 1 . 校内無線Ⅰ. A N を検討するに到っ た経緯

2 . 1 . 1 . 従来のネ ッ トワ ー ク構造と端末配置

2 0 0 0 年度に本校の現在利用 して い る ネ ッ トワ ｣

ク基本構造が完成した
. 具体的には

,
r o u t e r のすぐ内側に

L 3 s w it c h･ を置き ､
こ こ から 2 本の光ケ

ー

ブル で 1 G のネ ッ トワ
ー

ク基幹を作 っ た｡

そ の 先に L 2 s w it c h を置き､ L 3 ,
L 2 s w it c h

から 1 0 0 B a s e の U T P ケ ー ブル で , 各部屋

の情報 コ ン セ ン ト に接続した
｡ 情報 コ ンセ

ン トは､ 校内の トイ レと更衣室を除く全て

の部屋 , 建物に置 い た｡ 特に, 情報授業で頻

繁 に フ ァ イ ル転送を行う視聴覚室 に は

S w it c b 血g H u b によ っ て , 余計な パ ケ ッ ト

が校内を巡らな い ようにした｡ こ の ように,

校内に高速のネ ッ トワ
ー

クを作 っ た の は,

あらゆる教科教育 へ の コ ン ピ ュ
ー

タネ ッ ト

ワ
ー

クの 活用 を図 る ため で あ る ｡ そ の概念

図を右に示す｡
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そ して , 1 9 9 9 年度に
, 視聴覚室 へ 授業用 の端末を 2 4 台配置したの を始めとして , 2 0 0 0 年度には視聴覚室 で

生徒 1 名に 1 台の端末配置が実現した ｡ そして , 2 0 0 1

年度から､ 各 H R 教室 へ の端末の導入が開始され る こ と

にな る
｡ 具体的には 4 7 期 (2

.
午) と 4 8 期 ( 1 年) の各

H R 教室に端末 1 台ず つ が設置された の で ある ｡ そ の結

果, 修学旅行の準備段階における
~
調 べ 学習の活用や , 辛

夷祭で の 様 々 な準備における活用が実現して い っ た｡ 情

報の授業にお い て 身に つ けた コ ン ピュ
ー

タリテラ シ
ー

が ,

特別活動の場面にお い て も生かされ て い っ た の で あ る ｡

ただ. 端末の数が限られ て い る こ とから, そ の活動はク

ラス の 限られた生徒の 活用に留まる こ とが多か っ たo ま

た, 様々 な授業で の 活用も検討され て い たもの の
, 教室 で活用 で き る端末が 1 台と限定され て い る点で , プロ ジ

ェ クタを発表活動に限定され て い たとい え る｡ そ の 一 例を右に示す(2 0 0 1 年度情報公開研, 4 8 期生の 発表より) 0

2 0 0 3 年度には ､ 全学年の H R 教室に視聴覚教室 と同等の ス ペ ッ クを持 つ 端末が配置で きるよう にな っ た｡ 現

荏で は
, 5 2 期 ( 1 年) と 5 1 期 (2 年) は各 H R 教室に 1 台ずつ

､ 5 0 期 (3 年) は進路相談室に 8 台, 合計 2 4

台の端末がクラス 用 の端末として稼動する こ ととな っ た c

2 . 1 . 2 . 5 1 期による校内無線 L A N 化の提案

2 0 0 4 年1 月に 5 1 期 (新 1 年) 担任団が結成された. 学年副主任で ある吉野が ､
I R 教室で の複数台の端末活用

の提案を以下の ように行 っ た こ とが出発点となる
｡

早速ですが, 教育工学委員会から, 5 1 期教室に端末を置くかどうか ､ 打診がありました
｡

ただちに手 を上

げれば, 8 台確保で きる見通 しとの こ とです｡

なお , 5 1 期生 1 人あたり 25 0 0 円ずつ 集める と各教室にもう 1 台入れ る ことが で きます｡
3 年間持ち上が

りで使 っ て ､ 卒業時に コ ン ピ ュ
ー タ室 に寄付す る , とい う の はい かが で しょ うか ｡

つ い で に ､ 毎年 8 台増や して い くと 3 年生教室 に は各 4 台になります｡
この くら い の

.
台数ならば, 教室 の う

しろに並 べ て お い て もそれほど邪魔にはならな い はずですc
こ の計画が実現すれば､ 卒業時の寄付は 2 4 台に

なります｡ あらためて卒業記念品を考える 手間も要らなくなるかもしれませ ん｡

幸い 5 1 期担任の先生 に は コ ン ビ土 一

夕に強い方が沢山い ら っ し ゃ い ますし
､

8 人とも教育工学委員経験者

ですの で , 管理 も協力して 何とかや っ て みませんか｡

この後 1 ケ 月 に渡 っ て , 総合的学習の時間と 2 年に予定され て い る学習旅行の件と絡めながら, 何回かに渡 っ

て 学年で話し合い がもたれた｡ そ の 際に
､

｢1 台の端末ならともかく, 複数台の端末が H R 教室にある こ とは､ 教

室の ス ペ
｢ ス から考えて も邪魔になるの で はな い か｣ ｢生徒が H R 教室 の隅で

一

人 コ ソ コ ソとコ ン ピ ュ
ー

タに向

か ? て い る 姿はあまりにも不健康な の で はな い か｣ と い う意見が出された｡
こ の意見がき っ かけとな っ て , E R

教室 に複数台の端末を常時配置する考え方から, 通常は 1 台の端末を配置し
, 必要な際に多数の端末を活用 で き

る ような環境整備を行うと い う考え方に変更されて い っ た
｡ 5 1 期担任団が教育工 学委員会に提案した H R 教室 へ

の 端末導入案は, 以下の ように集約された ｡

･ H R 教室内の無線 L A N 化 : A 止 M a c を導入し､ H R 教室内の コ
ー

ドレス化をはか る
｡

･ 教育 工学委員会 の ノ
ー

トパ ソ コ ン (i ･b o o k). の 貸し出し可能にする シ ス テ ム の 構築と ､ そ の マ シン ヘ の

A 止M a c C a rd の導入

以上の提案の実現によ っ 七､ 教室内で複数台の マ シ ン をコ
ー

ドレス で使用する こ とが で き､ 以下に挙げる こ との
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実現が期待 で きるとした｡

･ マ シ ン を置くス ペ ー

ス の 問題が解決で きる｡

･ 総合学習 で の調 べ 学習を考えたとき, グル
ー プで机を囲みなが ら端末を操作 で きる環境が構築で きる｡

･ 学年の H R 教室を
一 斉に無線 L A N 化する こ とで , 総合学習の時間に最大 3 教室 で の 調 べ 学習が同時に可能と

な る｡

2 . 2 . 校内無線 L A N 化の準備過程

2 . 2 . 1 . 奨励研究 へ の応募

2 0 0 4 年 2 月 に5 1 期学年担任団は, 教育工学委員会に対して ､ 教室の無線 L A N 化を提案した
｡
当初, 無線 L A N

化用 の ノ ー トパ ソコ ン の増強には難色を示され､ とりあえず, 学年がノ ー

トパ ソコ ン を購入する こ ととし, 無線

I J A N 化に必要な ベ ー ス ス テ ー シ ョ ンや無線 L A N カ ー ドに つ い て は教育工学委員会 で準備をするとい う方向で ,

準備を進め て い く こ とにな っ た ｡ 生徒用 の端末の増強､ 更新

は, 視聴覚室 のデス クトッ プパ ソ コ ン で手
一

杯で あり, 生徒

用 の ノ
ー

トパ ソ コ ン の新規購入は予算的に難しい こ と, 今年

度から情報の専任教諭を迎える こ とにな っ て い た こ とから,

教育工学委員会の 予算を教科 ｢ 情報｣ にある程度活用 しなけ

れ ばならな い こ とが理 由として挙げられる｡ 少な い 予算の中

で無線 L A N の施設を構築しなければならな い厳しい状況か

らの ス タ
ー

トとな っ た｡

こ の ような状況の 中で ､ 本校研究部が奨励研究の 募集を

2 0 04 年度初めに実施した｡
これは, 本校にと っ て有効な研究

活動に対して ､ 研究部予算から最大で 3 0 万 を研究費として助

成し
, 本疲の研究活動 の活性化を目指すもの で ある｡

こ の奨励

研究に教育工学委員会が応募する こ とにな っ た｡ 全 H R 教室

の無線 L A N 化にかか る設備投資費は 30 万 で賄えるもの で は

な い o しかし､ 提案した 5 1 期 8 教室 の 無線L A N 化と
, 端末 へ

の無線 L A N カ ー

ドの導入 に は十分な頗で ある
｡ 教育工学委員

長の判断で ､ 右の ような申請書が作成され , 研究部に提出さ
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れた｡ 今年度 の奨励研究の申請は 1 件の み で あ っ た こ とから､ 申請が認められ て 3 0 万円 の助成が実施され る こ と

になっ た｡
これ に より､ 無線Ⅰ. A N 化 の 課題の 1 つ とな っ て い た ,

｢ 予算面の 問題｣ は解決した こ とに なる｡

2 . 2 .
~ 2 . ベ ー

ス ス テ
ー

シ ョ ンの検討

教室 の無線 I J A N 化を考える際に大切な こ とは､ 次の ような こ とで ある

と考えられる｡

･ 簡単にセ ッ テ ィ ン グが で きる こと｡

･ 1 台の ベ ー ス ス テ
ー シ ョ ン で多く の端末が

一 度に接続で きるこ とo

･ 1 台の ベ ー ス ス テ
ー シ ョ ン で広い空間が無線 LA N 化で きる こ と｡

ベ ー ス ス テ
ー シ ョ ン の導入に際して

,
2 機種が検討された｡ 当初, 右の

大型 の ベ ー ス ス テ
ー シ ョ ン を数台購入して廊下に数台を設置 し, 8 クラス

の無線化を実現しようと考えて いた ｡ しかし､
ベ ー ス ス テ ー シ ョ ン 1 台の価格が高く, か つ ､ 写真の ようにベ -
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ス ス テ
ー

シ ョ ン が大きすぎて扱い にくい などの 欠点があり､ 導入に積極的に踏み切れな い面

があ っ た.
ベ ー

ス ス テ
ー

シ ョ ンの検討を始めた段階で ,
コ ン パ ク トな べ -

ス ス テ
-

シ ョ_ン が

発売された｡ 右の 写真の よう に手に収ま る コ ン パ ク トなサイズで あり ､ 従来の ベ ー

ス ス テ
ー

シ ョ ン の半分の価格で購入が で き る ｡ か つ , M P 3 プレ
ー

ヤ
ー

による音声の ス トリ ー ミ ング機

能も有し てお り, 将来の応用性も期待で きる o ただし, 1 台の ベ ー

ス ス テ
ー

シ ョ ン に接続で

きる端末の数は 10 台で あ る と い う短所もあ っ た ｡

様々 な観点から検討した結果､ 情報科 の森棟教諭 の意見も参考にして , 後者の コ ン パ ク ト

なべ - ス ス テ ー シ ョ ンを 8 台購入する こ とにな っ た.

2 . 3 . 教科研究室へ の配置

こ の ように研究部の奨励研究の助成によ っ て導入された無線 L A N カ
ー

ドは
, 教員用 の ノ

ー

トパ ソ コ ン 15 台に

セ ッ トされた . また ､
ベ ー

ス ス テ
ー

シ ョ ン は, 無線の ハブとして動作するように設定され て
, 試験的に以下の教

員研究室に置かれ て 2 00 4 年9 月 ごろから運用を開始した｡

地歴公民研究室 : 4 台の端末が無線化 国語研究室
▲

: 2 台の端末が無線化

数学研究室 : 3 台の端末が無線化 英語研究室 : 1 台の端末が無線化

化学研究室 : 2 台(うち 1 台は W i n) の端末が無線化

視聴覚室 : 1 台の端末が無線化 物理研究室 : 1 台の端末が無線化

( 生物研究室 : 1 台の端末が無線イb

生物研究室にはベ ー

ス ス テ
ー

シ ョ ン を設置せずに､ 階上 の地歴公民研究室 の ベ ー

ス ス テ
ー

シ ョ ン から受信する形

をと っ て いる｡ 上記の ノ
ー

トパ ソコ ン は , 無線化する前の端末の有する機能( イ ン タ
ー

ネ ッ トの利用 , フ ァ イルサ

ー バ ー へ のアクセ ス ､ ネ ッ トワ
ー

クプリ ン タ
ー

へ の 出力など) を失う こ となく, 研究室内を自由に無線で移動で

きる状態で利用が で きるようにな っ た｡
この無線 L A N の配置により ､ 教育工学委員 の教員が中心になっ て , そ

の使い勝手に関して検討を重ねられるようにな っ た｡

3 . 総合的学習の時間での活用

大型 の ベ ー ス ス テ
ー シ ョ ン を図書室に設置して , 2 00 4 年 1 1 月 15 日 - 1 9 日 の 間に､ 51 期生 ( 当時 1 年) の 8

クラス で ､ 総合的学習の時間として ､ 学習旅行 に関する調べ学習を試験的に実施した｡ こ れが当初の提案に基づ

く無線 L A N 化された環境における本校最初 の授業で あ る.

3 . 1 . 5 1 期学習旅行の計画と 1 年次における総合的学習の時間の位置付け

無線Ⅰ. A N 化と同時並行に
, 来年度 (2 年次) に実施され る学習旅行に関する コ

ー

ス検討も進められ て い た ｡ そ

の流れ は概ね以下の ような もの で ある
｡

5 月中旬 第1 回旅行委員会開催

- フ ィ
ー ル ド予定地 の提示 ､ 生徒によるフ ィ

ー ルド選定の ための 資料作成の説明

5 月下旬 学年集会

- 学習旅行 の フ ィ
ー

ル ド候補地と期待 で きる学習内容の提示 (旅行委員と担当教員の合同で作成) と候補地

決定方法の説明

6 月中旬 第2 回旅行委員会開催

- フ ィ
ー

ル ド選定の投票方法, 決定方法の検討

7 月上旬 フ ィ
ー

ル ド決定の ための投票, フ ィ
ー

ル ド候補地 ( 5 ケ所) を決定
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7 月中旬 旅行業者に学習旅行の企画書を依頼

一 決定した 5 ケ所の フ ィ
ー

ル ドより 3 ケ所を選んだ上で の旅程案作成を依頼｡

8 月下旬 旅行業者より, 旅程案の提出 (必要に晦じて説明)

9 月上旬 第 3 回旅行委員会 - 旅行業者から示された旅程案の提示 と説明､ 最終決定方法の説明

L H R にて , 旅行委員会主催による旅程実に つ い て ､ 各クラス で の協議

9 月中旬 各業者によるプレゼ ン テ
ー

シ ョ ン

一 学年担任団 (1 0 名) および旅行委員会 ( 各クラス 4 名 × 8 - 3 2 名) が参加｡

プレゼ ン テ
ー シ ョ ン終了後､ 旅行委員会開催 - 協議の 上､ 旅行委員の意見を集約して担任団に提出｡

こ こ まで の検討の結果､ 研究フ ィ
ー

ル ドとして沖縄, 韓国,

, 関西 の 3 ケ所が決定された｡ こ の時点から2 学期

終了時点の 12 月中旬ま で に, 各生徒が学習旅行における各自の研究テ
ー マ と､ 研究の フ ィ

ー

ル ドを決定する作業

が必要とな っ た｡ そ の作業の大まかな計画案は以下の ように考えられた ｡

1 0 月上旬 - 中旬 各生徒による 3 つ の フ ィ
ー ル ド ( 韓国 , 沖縄､ 関西) の選択, 学習内容の検討

1 0 月下旬 旅行業者による相談会

1 1 月上旬 フ ィ
ー

ル ド選択中間調査を提出
-

- 中間調査には, ①選択予定の フ ィ
ー ル ド, ②そ の フ ィ

ー ルドで学習する大テ
ー マ

, ③その テ
ー

マ に関連

して現地で体験した い と考え て い る内容, ④そ の テ
ー

マ と関連する教科 (科目) を記載

1 1 月中旬 旅行委員による中間調査 一

覧表の作成とチ ェ ッ ク

- 前述の① - ③の条件を満た し､ か つ
､ 実際に実行可能なテ ー

マ 設定が出来て い るか どうかをチ ェ ッ ク

1 1 月下旬 フ ィ
ー

ルド選択中間調査を返却

- 1 2 月の最終調査に向けて ､ 各生徒の再検討を進め て い く ｡

1 2 月上旬 フ ィ
ー

ル ド選択最終調査を提出

1 2 月中旬 旅行委員による最終調査 一 覧表の作成, 最終調査のチェ ッ ク

1 2 月下旬 学習フ ィ
ー

ル ド確定

こ の研究 フ ィ
ー

ル ドを決定させる こ とは､ 学習旅行が成功するかどうか を決定づける重要なポイ ン トであると

考えてい た｡ 各自が どの ような学習を考え, そ の学習が どの フ ィ
ー

ル ドで実現で きるかを納得する まで 調査して ,

自分の力で選択をさせ る こ と こそ ､ 学校の座学 で は学べ な い貴重な体験で ある｡ この学習過程に学年当初から検

討を重ね て きた無線 L A N の 活用を組み合わせられな い かと検討を重ねた結果, 総合的学習の 時間として各クラ

ス 1 時間ず つ の 調 べ 学習を実施す る こ ととな っ た ｡

3 . 2 . 総合的学習の時間の具体的内容

1 1 月 1 5 日 ( 月) - 1 1 月 1 9 日 (金) の期間中に各クラス 1 時間ずつ 実施で きるよう に時間割を調整したo
こ

の時期は 2 年(5 0 期) 生が学習旅行に行く時期と
一

致して おり､ 自習にせ ざる を得な い時間が多く出る こ とか ら､

各クラス に 1 時間ず つ の総合的学習の時間を設定する こ とが容易で あると判断された｡

実施場所に関して は当初 E R 教室が検討され て い たが, イ ン タ
ー

ネッ トだけの活用 で は正し い情報が得られな

い 可能性が ある こ とから, 文献との 比較検討も可能な図書室で の実施が設定された｡

生徒は ､ チ ェ ッ クして返却された中間報告書､ 各自で 用意した文献､ 筆記用具をも っ て 図書室に襲合する
｡

こ

こ で無線 u N 化さ
､
れたノ

ー

ト/ i ソ コ ン を 4 名に 1 台貸し出したo 図書室 に設置された ベ ー ス ス テ
ー シ ョ ン に よ

っ て ､ 図書室の どの場所からで もイ ン タ
ー

ネ ッ トに接続で きるように設定して お い たo ノ
ー

トパ ソ コ ン はバ ッ テ

リ ー によ っ て動作する ように準備をする こ とに より, 図書室の 空間をノ
ー

トパ ソ コ ン を持 っ た まま自由に動く こ

とが可能になる ｡ 電子図書館と呼ばれるイ ン タ
ー ネ ッ トと図書室 に ある数々 の文献の活用たよ っ て ､ 従来の 調 べ
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学習よりもより多くの情報を調査で き る と考えられる｡ ノ
ー

トパ ソ コ ン の台数は多ければ多い ほど良い の で ある

が ､ 教育工学委員の所有するノ
ー

トパ ソ コ ン に限りがあ る こ とから､ 1 1 台の端末が図書室に集められた ｡

指導の流れは以下の ようなもの で あ っ た｡

出席点呼, 本時の学習内容 の確認 (5 / 5)

返却された中間報告書の コ メ ン トに従 っ て ､ 学習内容や学習可能な場所の確認 (4 0 / 4 5)

- 自分で考えた フィ
ー

ル ドワ
ー

クが実際に 可能な の かをイ ン タ
ー ネ ッ トや文献で検証する .

旅行委員の コ メ ン トに対する 回答が で きるように, イ ン タ
ー ネッ トや文献で 調査を行なう .

調査 内容の整理 ､ 記録 ( 5 / 5 0)

3 . 3 . 総合的学習の時間における無線Ⅰ. A N の効果

こ の時間の 設定によ っ て , 学習フ ィ
ー

ル ドの選択にどの程度の効果があ っ たかに関して は直接評価で きる調査

は実施して い ない
｡ しかしながら, 1 2 月 に選択した フ ィ

ー

ルドを後にな っ て変更した い と申し出る生徒は皆無に

等しか っ た｡ また , 学習旅行実施後に実施したア ン ケ
ー

ト調査 にお い て ､ 自分が選択した フィ
ー ル ドで の学習旅

行は満足で あ っ たかの 問い に対して , 右の ような結果

が得られ て い る｡ 半数以上が ｢大変満足で あ る｣ とし､

｢ 満足で ある｣ とするもの を合わせ ると9 5 % 以上 で あ

る こ とから考えて も, フ ィ
ー

ル ド選択の際に実施した

この総合学習の時間は ､ それなりの効果があ っ た の で

はない かと考えられる｡ 図書室で , 文献検索とイ ン タ
1

､
1 6

- ネッ ト検索とを同時に活用 で きる環境が構築で きた

こ とで ､ 調 べ 学習に幅をもたせやこ とが で きたから で

はな い かと思われる｡

4 . 無線I J A N を使 っ た特別授業の試行

20 0 5 年3 月 1 1 日の情報教育公開研究会 で , 無線L A N

を使 っ た特別授業を公民科吉野が実施した｡ こ の授業

の特徴は, 各班が実施した作業過程がリアルタイム で

右の 写真の ようにプロ ジ ェ クタによ っ て表示され､ 各

作業を比較検討しながら授業が進行して い く こ とで あ

る｡ 黒板上 で行う こ とが難しい大量の情報を瞬時に 切

り替える手法は, 無線 L A N を使うから こそ実現で きる

.
授業で あると提案されたもの で ある. 以下に こ の概要

を述べ て おきたい
｡

フィ
ー ルドの 満足 度

同 大変 満足

J 満 足

口 不 満 足

甲 他の フィ
ー ル ドを選 びた

か っ た

4 . 1 . 単元目標と準備

本授業は, 公民科におけ る現代社会､ 政治経済, または総合的な学習の時間を想定して試行された もの で ある｡

情報科 で学んだス キルを用 い て ､ 普通教室授業における 生徒間の情報共有効率化に向け て検討した｡ 単元の 目標

と
,
して授業者が意図したもの は､ 発展途上国 に つ い て の 具体的な資料をもとに ｢ 持続可能な開発｣ の意味を理解

させ る こ と､ 自立支疲の観点に立 っ た国際協力の意義に つ い て考えさせ る こ との 2 点で ある ｡ 実施場所として ､

附属高等学校 1 年生普通教室 で実践した . 3 . の総合的学習の時間で の 活用 と同様に無線 L A N 対応の ノ
ー

トパ
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ソ コ ン を 7 台､ 教員用 の ノ ー

トパ ソ コ ン を 1 台( プロ ジ ェ クタに接続して ス クリ
~

- ン に表示 で きるようにした) ,

無線 L A N の ベ ー ス ス テ
ー シ ョ ン ( こ こ で はコ ン パ ク トな べ -

ス ス テ
ー

シ ョ ン を利用) を実施場所に準備した.

4 . 2 . 本時の指導手順

0 4 2 名の 生徒を 7 班に分け, 各グル ー プに無線 L A N 端末 ( ノ
ー

ト型 コ ン ピ ュ
ー

タ) を置く｡

1 世界銀行
"

D e v el o p m e n t E d u c a ti o n P r o g r a m

"

を

表示 ( w e b , ∴右図参照) させ
､ 導入クイズに答えさ

せる
｡

2 途上国の 人 口爆発を抑制するため の政策の選択肢

から,

.
最も適切な政策の組み合わせ を選ぶ演習問題

を読み ､ グル
ー プで相談しなが ら答える｡ 各グル

ー

プに 1 台ずつ 無線 L A N 端末を使い
,_ 画面上にキ

ー

ワ
ー

ドを表示｡

3 各グル ー プの意見をス クリ
ー

ン 上 で 比較し, グル
ー プ

間で意見を述べ 合う｡

(参考) I T 授業実践ナ ビ hII p :// w v 爪∨ . ni c e r .g o .jp /jir e i/

世界銀行 南発教育プロ グラム h II p :// v … . w o H d b q n k . o rg / d e p w e b /

開発教育プロ ジ ェ ク ト ｢ 国際人道援助論｣ 2 0 0 3 学校法人高梁学園
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指導過程の
一

部を以下に 示す｡

あらか じめ与えられた政策の選択肢 2 班が選んだ優先的政策の組合せ 5 班が選んだ優先的政策の組合せ

メディ ア P R

保健教育

家族計画 サ ー ビス

医療従事者教育

ス タ ー 公共広告フ イ ルム

中等教育教育課程

女子就学 財政補助

女子職業訓練

社会保障 退職者年金

女子職業訓練

保健教育

家族計画サ
ー ビス

医療従事者教育

女子就学 財政補助

メディ ア P R

ス タ
ー 公共広告フ イ ルム

大学 研究

4 . 3 . 試行の結果とその反響

7 つ の グル ｢ プが各々 の端末上で与えられたキ
ー

ワ
ー ドを並 べ 直して結論を導く過程を , 教卓上 の教員用 コ ン

ピ ュ
ー

タ ( ノ
ー ト型) の 閲覧管理機能を通して ス クリ

ー

ン ( またはホ ワ イ トボ ー

ド､ 大画面の モ ニ タ
ー ) に投影

する｡ ス クリ
ー

ン と各モ ニ タ
ー

同時進行で, 各グル
ー プが他の グル

ー プの検討過程をある程度推測しながら話し

合い を進める こ とが で きる｡ また, グル
ー プどうしで議論

する場合も､ 相互 の キ
ー

ワ
ー ドを見比 べ なが ら教室全体が

情報を共有で きる｡ 画面はあくまで も補助的な教具で あり,

議論がかみあうようになれ ば､ 画面から関心が離れる方が

授業進行は円滑に行う こ とが で きる｡

前日に閲覧管理 を試した時は,
7 グル

ー プを同時に表示

する こ とが で きたが , 授業時には ､ 画面上 で キ
ー

ワ
ー

ドを

生徒が動か し始めた と ころ で ､ 教員機の メモ リが追い つ か

なくなり, 右の写真の ように 3 - 4 グル ー プ表示が限度で

あ っ た｡

この情報教育公開研は毎日新聞によ っ て大きく取り上 げられ , 2 0 0 5 年 3 月 1 5 日付の毎日新聞の W eb ペ ー

ジ上

に紹介された｡ そ の 一 部を以下に紹介する｡

学校 ニ ュ
ー

ス : 無線 L A N 活用の取り組みを発表 東京学芸大付高

◇普通教室 で行う調 べ 学習 社会科

2 年生の社会科で ｢自立支援の観点で の 国際協力の意義を考えさせ る｣ 授業が行われた ｡
4

,
5 人 の グル

ー プ

で 1 台の ^
o

ソ コ ン を使い , 演習問題に答える
. 各パ ソ j ン の作業画面は

, プロ ジ ェ クタ
-

で 前方の ス クリ
ー ン に

映し出され る ｡

演習問題は ｢ 人 口増加率3 % の発展途上国があ る と仮定し
, 増加率を 1 0 年間 で 2 % にする ために, どんな政

策が適当か｣ ｡ グル
ー プで話し合 っ て ,

｢メディ ア ､ P R ｣ ｢社会保障｣ ｢減税｣ ｢ 増税｣ ｢女子 の職業訓練｣ と い っ

た選択肢の中から選び, なぜ ､ そ の政策が い い と考えたか , 根拠を示して説明する
｡ 各国の ｢非識字率｣ ｢ 医療費｣
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｢ 国民所得｣ な どの統計資料が配られ , 問題解決に必要な情報をイ ン タ
ー

ネ ッ トで検索した｡

担当した吉野聡教諭は ｢普通教室の授業をする場合､ 授業の どの部分で パ ソ コ ン を使うと便利かを考えた｡ グ

ル
ー プ学習で, 意見を補強するデ ー タを調 べ たりする時にパ ソ コ ン を使う の の が い い方法で はない か｣ と話した.

また,

一 斉授業で パ ソコ ン を使う こ とに つ い て ､
｢ こ の ような調 べ 学習で は , 各グル ∵ プの メ ン バ ー

が作業状況を

共有し､ 比較で きる こ とが大切だ｡ こ れまで は黒板でや っ て きた こ とだが,
パ ソコ ン とプロ ジ ェ クタを使えば､

1 つ のグル
ー プの 画面だけを大きく映す こ とも, 全グル ー プの 画面を

一 斉表示する こ ともできるの で ､ 共有と比

較が簡単に で きる｣ と説明した｡
さらに

､ 吉野教諭は ｢ 1 年生 の情報の授業で , 生徒は/てソ コ ン の基本的な使い

方を身に つ け て い るの で ､ 各教科の教員がそれは ど詳しくなく て も､ 授業中に 『調 べ て』 と言えば, 生徒はイ ン

タ
ー

ネ ッ トで調 べ る こ とが で きるし, 必要ならグラ フ表示にして , 発表す る こ とも で きる｡ 普通教科では､ 必要

だと思うときに I T を使えばい い｣ と話した｡

授業の後, 研究協議会が行われ , 同高で今年度始ま っ た普通教室で の 無線 L A N 活用 の取り組みが報告された.

教員用 の ノ
ー

ト/ i ソコ ン 1 0 台を各教科で使えるよう に して , 昨年 1 1 月､ 試験的に 2 年生 の各クラス で図書室

で の調 べ 学習の実践をしたo
2 年生を担当する坂井英夫教諭は ｢/てソ コ ン を活用した授業は ､ とれ まで視聴覚室

で しか で きなかっ たが､ 学校中の どこ で で もで きるようにした い
｡ 理科で は ､ 実験の後すぐに測定デ ー

タをグラ

フ にしたり､ 英語で は音声デ
ー

タの ス トリ
ー

ミ ングをしたりする とい っ た活用 を考え て い る｣ と話した ｡

(以上
､

W e b の原文を
一 部改変した)

5 .

/ 校内無線I J A N 化の今後と課題

5 . 1 . 期待される授業利用

今回の無線 I J A N 化が実現する こ と で､ 視聴覚室 に限定されがち で あ っ た各教科の授業で のネッ トワ
ー

ク利用

が促進される可能性が大きくな っ たとい える｡ そ の幾つ か の具体例を挙げて おく｡

･ 地歴公民科､ 保健体育科などでの調べ学習での利用

･ 理科での測定デ ー タのグラフ化､ 実験デ - 夕の共有

･ 英語 ( オ ー

ラル) での音声デ ー タの ス トリ ー ミング

･ 各教科､ 総合的学習の時間で の発表活動 へ の利用

こ こ に挙げた利用例は, 特別なもの で はなく本校に限らずどこ の学校で も考えられ て い る こ とだと思われ る
｡
しか

し
,

こ の 当たり前の こ とが い つ で も簡単にで きる環境 つ くりは, 各教科のネッ トワ ー ク活用 にと っ て大切なこ と

で はな い かと思われる
｡ 無線 L A N 環境が実現した今, どの ような活用法が有効で あるかを検証し, 教育工学委員

会 の 目標で ある ｢ あらゆる教育活動におけるネ ッ トワ
ー

クの活用｣ を推進す る手段として ､ 校舎内全域 の無線化

が完成で きるような研究を進め て い きた い
｡

5 . 2 . 無線Ⅰ. A N 化の課題

校内無線I J A N 化を進めて い く上 で何よりも大きな問題は､ 無線 L A N カ ー

ドを導入したノ
ー

ト/ てソコ ンの 増強

で あ っ た｡ 本校の 生徒用 の端末は確実 に増強され て い るが , そ の 主力はデス クト ッ プ型 で あり, ⅢR 教室 へ の移

動が容易で な い点が最大の短所で ある.
ベ ー

ス ス テ
ー

シ ョ ン の導入によ っ て , 教室 で自由に端末が活用 で きる環境

は構築声れ つ つ あ る が､ 無線 L A N カ
ー ドを備えたノ

ー

トパ ソコ ン がなければ､ そ の環境は機能しな い o 少なく

とも各フ ロ ア に 10 台の ノ
ー

トパ ソ コ ンが準備され , 必要なとき に 生徒に貸し出して無線環境 で利用 で きるように

しなければ, 授業で自由に活用 で き る とは言えな いと考え て い たo どの ようにして , ノ ー ト/てソ コ ン を整備して

い くかが課題とな っ て い た｡ また, 発表形式の授業を考える場合には, 無線で活用 で きるス クリ
ー

ン投影の環境も

必要にな っ て くる こ とが予想されたo 無線で接続で き るプロ ジ ェ クタも開発され販売され て い る情報を轟て い た

の で , この導入 に関して も検討を重ね て い た｡
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教育工学委員会は, 関係省庁や大学法人 へ の 予算請求を毎年積極的に行 っ て きた｡
こ の数年は､ 無線 L AN 化す

る こ とに よる普通教室や特別教室 で の コ ン ピ ュ
ー

タネ ッ トワ
ー

クの活用 の 具体化を目指し,
こ こ まで に挙げた地

道な実践を重ねながら､ 必要な物品の請求を重ね て お願い して きた ｡ 2 0 0 4 年度に引き続き, 2 0 05 年度も本校研究

部より奨励研究助成を受ける こ とが で きたが､ ノ
ー

トパ ソ コ ン等の購入には大きな予算が必要で ある こ とは言う

ま で も無い
｡ 関係省庁からの 予算配分が削減され て い る 中で , 大学法人が本校の 教育実践を評価して下さ っ た こ

とで , 平成 17 年1 0 月 11 日に特別研究経費の本校 へ の配分が以下の ように決定された｡

事項名 平成 1 7 年度特別研究経費 ｢新しい教員養成シ ス テム の開発とユ ピキタス教育実践形成｣

金 額 8
,
0 00

,
00 0 円

こ の 予算配分によ っ て , 無線L A N 化の大きな課題は解決しつ つ ある. こ の 予算により, 以下の物品を購入する

こ とが で き ､ 現在日常の授業で利用 で きるように整備を進め て い る段階で ある
｡

要求設備名 . 内訳 数量

ノ ー トパ ソコ ン( 生徒用) 4 5

デスクトップ′てソコン(教員用) 10

総合ソフトウエア(O ffic e 2004) 55

無線 L A N ベ ー

スステ
ー ション 4

ワイアレスプロジエ ク夕 2

マグネットスクリ ー ン 4

ハ ー

ド面の 課題に関して は､ 今回 の 予算配分によ っ て概ね解決しつ つ ある ｡ 購入 した器材の具体的な運用方法

や , 各教科で の活用方法に つ い て は今後検討を重ねて い く予定で あ る
｡

こ の紀要を執筆して い る 1 月現在､ 購入

したばか りの器材を用 い て , 5 1 期生 (現 2 年) の学習旅行の論文要旨の作成に活用 して い る こ とを最後に報告し

て おきた い
｡

これは
, ホ

ー ムル ー ム教室で各生徒に 1 台ず つ の ノ
ー

トパ ソコ ン を配布し,
こ こ まで に作成した学

習旅行 の論文の要旨を入力するとい うもの で ある
｡

これは
､

2 年次総合的学習の時間の まとめとして実施された

もの で ある｡ 本校にお い て ､ H R 教室 で各生徒に 1 台ず つ の端末を使わせた授業として は初め て の 試み で ある
｡
3 .

で述べ た 2 0 04 年度の実践にお い て 10 台の ノ ー

トパ ソコ ン で始ま っ た校内無線 L A N 化 へ の試みが,
1 年後に大き

な飛躍を遂げつ つ あ る こ とを強調 して おきた い c そ の教育成果は, 近 い将来に具体的な教育実践として 報告され

る で あろう｡

6 . 終わりに

本校も情報専任教諭が配置され, 情報 2 単位の授業は専任教諭が中心とな っ て運営され つ つ あ る ｡ 教育工学委

員会の本来の 目的は , 情報の授業を運営する こ と で はなく , 情報に よ っ て得られた コ ン ピュ
ー

タリテラ シ ー

を各

教科, 特別活動などに どの ように応用 して い くかを考え, 必要な教育機器の 運用を検討して い く こ とと
, そ の 実

践のサ ポ ー

トをして い く ことにあ る . 今回 の無線 Ⅰ. A N 化の推進によ っ て , そ の 目的が少しで も達成され る こ と

を願 っ て やまな い
｡

どんな に素晴らしい教育機器が導入 され て も, そ の活用法が検討され る こ となく放置され , 多額な予算を資し

たあげく に, そ の機器がはとん ど活用 され る こ となく廃棄されるとい う例は , 学校の現場にお い て も数多くある

と思われる｡ 大学が世田谷地区, 竹早地区に設置した T V 会議シ ス テムはそ の例の
一

つ で あると言え る ｡ 本校から

は教育実習教育 へ の積極的運用を提案したが , 大学が設置したサテライ ト教室 の器材で ある にも関わらず､ 大学

か らの提案は全くな い ままにそ の器材は 20 0 1 年度から 2 0.0 4 年度ま で放置され , 遂に 2 00 5 年度に撤去が決定され

た｡ 単に教育機器および教育環境を提供するだけ で なく, そ の教育機器および教育環境で どの ような こ とが で き

る の か を, 実践によ っ て提示する こ とが最も大切 で あ る こ とを､ この 報告の最後に述 べ て おきた い
｡
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